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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１
♠ ８３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１ＮＴに♥６枚と１１ｈｃｐあるＷは４♥は勿論６♥も視野に入れたビッドが必要。
♥ ― P　　1NT　　P　　2♦ ２♦のＪａｃｏｂｙ Ｔｒ．にＥは強い♥４枚と１６ｈｃｐあるので３♥のレスポンスをする（１ＮＴが１５～１７ｈｃｐ）。
♦ J10９７３ P　　 3♥　　 P   4NT （尚、１ＮＴが１６～１８ｈｃｐの時は２♥）
♣ 10９８７４ P　　 5♥　　 P     P Ｅのレスポンスが３♥の時(左上)はＷでスラムトライするがキ－カ－ド２枚ではスラムを狙えないので、

♠ KJ９７ ♠ Q４ （1NT 15-17ｈｃｐ） ５♥をパスする。　なお、左上のビッドで３♥にＷが４♣をビッドした時（♣Ａを示すスラムトライ）はＥは４♥
♥ QJ９８３２ N ♥ AK10５ をビッドする（♦Ａが無いことを示している）。　（Ｇｅｒｂｅｒ Ｃｏｎｖ．を使用している場合でもこの４♣はＡ
♦ ５ W X E ♦ K６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ アスキングではない）。
♣ A２ S ♣ KJ５３ P　　1NT　　P　　2♦ ５♥/Ｅ　　ＯＬ： ♥４　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると、♠Ａ♦Ａだけで５メイクは固いので、♥を３巡集め♣Ａ♣Ｋと

♠ A10６５ P　　 2♥　　 P    3♣ 勝つと、♣Ｑが落ちて♣Ｊでハンドの♦５を捨てることが出来るので６メイクになる。
♥ ７６４ P　 　4♥　　 P　 4NT
♦ AQ８４ P　　 5♥　　 P     P
♣ Q６ （1NT 16-18ｈｃｐ）

Ｎｏ．２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠に最初パスしているＳは２♣（Ｄｒｕｒｙ Ｃｏｎｖ．）をビッドして♠３枚以上とＩｎｖｉｔａｔｉｏｎのハンド
♠ KQ10８３ 　 P　　　P　　 P を示す。　これに対してはＮは４♠をビッドする。
♥ ８５２ 1♠　　P　　2♣　　 P ４♠/Ｎ　　ＯＬ：　♥Ｋ→♥７→♥６（９）→♥２　　♥Ｋが勝ったＥは次に何をリ－ドするか？　♥Ａを勝って
♦ A５ 4♠　　ｅｎｄ ♠５を出すのが普通？　この場合Ｄｅｃｌａｒｅｒのプレ－の計画は？　♠５♦２♣１と♥ラフで９個勝てるが
♣ AQ２ 後は♣ＫがＷに在ることに賭ける♣Ｋのフィネスしかないか？

♠ ７４ ♠ ６５ ♠を２巡で集め、♦Ａ♦Ｋを勝ち、♦を引いてハンドでラフ、♥を出してダミ－でラフし、残りの５枚は下のようになっている（Ｄｅｃｌａｒｅｒ
♥ J９６４ N ♥ AK10３ にはＥＷのハンドは正確には判らないがＮＳの形はこの図である）、ここでダミ－から♦の４枚目の♦８を出し、ハンドから♣２を
♦ Q10９ W │ E ♦ Ｊ７４２ 捨てると、Ｅが勝つがＴｈｒｏｗ ＩＮになり確実に４メイクになる。♣Ｋの在処に関係ないフィネスをしないプレ－である。仮にＷの♦が
♣ J７４３ S ♣ K９６ ４枚の時でも♣Ｋのフィネスのチャンスは残っているのでリスクは無い。

♠ AJ９２ Ｎ ♠ Ｑ10 一方、Ｄｅｆｅｎｃｅのプレ－としては♥Ａを勝ったＥが３トリック目に♥を続けて
♥ Q７ ♥ Ｊ ♣ ＡＱ２ ♥ 10 ダミ－にラフさせると、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♦の４巡目を出すためのダミ－への
♦ K８６３ Ｗ ♦ ― Ｅ ♦ Ｊ エントリ－が無くなり、Ｔｈｒｏｗ ＩＮプレ－が出来なくなるので、フィネスしかなく
♣ 10８５ ♣ Ｊ７４３ ♠ Ｊ ♣ Ｋ９６ なり１ダウンになる。　短い方のトランプであえてラフさせるプレ－が良い

Ｓ ♦ ８ ディフェンスになるとは、ブリッジのプレ－は奥が深い。
♣ 10８５

Ｎｏ．３
♠ A10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♦に対してＮは５ｈｃｐしかないが、♦が２枚なのでパスせずに、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ９６５ 　1♦　　P １ＮＴのレスポンスをするのが無難と考える。　これに対するＳの 　1♦　　P
♦ ８３ 1NT　P　　  3♦　　P リビッドは ３♦ or ３ＮＴの何れにするか選択は難しい。 P    1♥　　 3♦　　P
♣ J10６５４２ P　　ｅｎｄ ３♦/Ｓ　　ＯＬ：　♠５　（Ｅが♥でＯＣした時は♥Ｋ）　何れにしても♠Ａに （2♦　　2♥

♠ J９８５４３ ♠ KQ７ 入りダミ-から♦を引いてハンドから♦Ｑを出すとこれが勝つので、♦Ａ P　　P　　　3♦)
♥ K10４ N ♥ J８７３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ を勝ち♦を出して♦Ｋに負け、更に♠を１個負けるが、♣ＡＫを勝つと♣Ｑが落
♦ ５４ W ─ E ♦ KJ10 　1♦　　P ちるので５メイクになる。
♣ Q３ S ♣ ９８ 1NT　P　　 3NT　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｎ　ＯＬ：　♥３→♥Ｑ→♥Ｋ→♥５　　♥１０のリターンをダミ－の♥Ａが勝つ。　♦は♦ＫがＥに

♠ ６２ あったとしても１ル－ザ－は避けられず、♦ＫがＷに在れば、２ル－ザの可能性もあるので、
♥ AQ ３メイクは厳しい状況である。一方、♣は♣Ｑに負けても５勝は確実なので、エントリ－としてダミ－に♠Ａがある間に、♥の４－４
♦ AQ９７６２ の別れを期待して、♣Ａ♣Ｋを勝つと運良く（確率約３３％）♣Ｑが落ちてきて♣で６勝出来ることが判明し３メイク確実となる。
♣ ＡK７ ３７テーブルのペア－戦で　３ＮＴ/Ｎ　１３Ｔ；　３－４♦/Ｓ　１１Ｔが多く、　１♦/Ｓ　３Ｔ；　2-3♥/Ｅ　３Ｔ　その他 ７Ｔ　であった。

さすがに５♦は無かった。
-　2　-
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Ｎｏ．４
♠ Q９６４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１♦でオープンしＮが１♥のＯＣを掛けると、Ｅはダブル Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ A10９７６５ 1♦ （♠を示すネガティブダブル）をし、以後♥と♠の競り合いになり 1♦
♦ ６４ 1♥　　Ｘ　　2♥　　2♠ ４～５の代で決まる（５の代にはペナルティダブルが掛かりそう）。 P　　　1♠　　P　　2♠
♣ A 3♥ 　3♠　　4♥　　4♠ 一方、ＮがＯＣをしないとスンナリと４♠/Ｅになる（右）。 P　　　4♠　　ｅｎｄ

♠ KJ３２ ♠ A10８７ ？？？　Ｅｎｄ ４♠/Ｗ　　ＯＬ：　♣Ａ　　続いて♥Ａを勝ち、　♥７を続ける。
♥ J４ N ♥ Q Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠のルーザーを１個に出来れば（♠が３－２の分かれなら良い）４メイクは固いので、
♦ AK９８５ W ┼ E ♦ QJ７３２ ♠Ａで勝ち、♠１０を出すとＳがショウアウトして♠が４－１の別れが判明するが、ここでのプレ－方針が大切。♠１０をそのまま
♣ J９ S ♣ K10３ 流し、Ｎの♠Ｑに勝たせる（Ｎが♥を出して来てもダミ－でラフ出来るので心配がない）。この後Ｗに入れば♠を集めて♦と♣Ｋを

♠ ５ 勝てば４メイクする。　なお、♠の２巡目にＳが♠Ｌｏｗをフォロ－した場合にも、♠１０のまま流すのがＳの♠が４枚にも対応できる
♥ K８３２ 良いプレ－です。　４♠/Ｅ　　ＯＬ： ♦１０　ダミ－の♦Ａで勝ち、♠２を引きハンドの♠Ａに入り、上記と類似のプレ－で４メイク。
♦ 10 ５♥Ｘ/Ｎ　　ＯＬ：　♠Ａ　　続いて♦３　or♦Ｑ　　更に♦を続け、Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－でラフ、♣Ａでハンドに戻り、♠を出して負けに行く。
♣ Q８７６５４２ この後、♠をダミ－で２回ラフ出来るので２ダウン。　Ｄｅｆｅｎｃｅによっては１ダウンで済む。

Ｎｏ．５
♠ AKJ10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♦に対してＥはパスせずに１♥のレスポンスが普通。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ J７４ P　　　P　　 P　　 1♦ これにはＷが３♥にジャンプレイズするのでし、Ｅは４♥にレイズ P　　　P　　 P　　 1NT
♦ ９７３２ P　　1♥　　 P　　 3♥ するかパスするかの選択になる。 P　　　P　　 P　　ｅｎｄ
♣ ９６ P　　4♥　　ｅｎｄ Ｗが１ＮＴでオープンするとそのまま決まりそうである（右）。

♠ Q７６５ ♠ ― （P） ４♥/Ｅ  　ＯＬ： ♦６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見ると４メイクには♥Ａ♣Ａと他のルーザ－を１個以内にする
♥ KQ８５ N ♥ 10９３２ 必要がある。♦はダミ-の♦Ａで勝ち、♠５を引いてハンドでラフし、♣ＫＪに向けて♣３を出す。
♦ AK８ W │ E ♦ QJ10４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♣Ｋが勝てれば♠を引いてハンドでラフし、♣を出すとＳが♣Ａで勝ち、♠ラフを防止するために♥Ａ♥６
♣ KJ S ♣ Q８７４３ P　　　P　　 P　　 1♦ と出してくれば、♥を集めて５メイクになる。　Ｓが♥を逆狩りせずに、♣か♦を出してくれば、４メイク

♠ ９８４３２ P　　  P　　1♠　　1NT は難しい。しかし、Ｄｅｆｅｎｃｅが間違うと４メイクになる可能性が高い。
♥ A６ 2♠　　P　　ｅｎｄ
♦ ６５
♣ A10５２

Ｎｏ．６
♠ KQ９８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓのハンドで最初パスするか、１♥でオープンするかでビッドが大きく異なってくる。
♥ ２ 　 P　　 1♥　　2♦ Ｓの１♥にはＷが２♦のＯＣをするので、Ｎはネガティブダブルを掛けて、Ｓが２♠をビッドして
♦ ７６３ Ｘ　　 P　　 2♠　　 P ♠４枚を示すので、Ｎで３♠にレイズし、Ｓでパスするか４♠にレイズするかを選択する。　Ｓは
♣ KQJ５４ 3♠　  P　　　P　　ｅｎｄ １０ｈｃｐしかないのでパスするのが普通だが、６－４の良い形なので、Ｎに♥の絵札１枚を期待

♠ 10６３ ♠ ７５ （4♠） して４♠にレイズするのも選択肢の一つ。　一方、Ｓが最初パスするとＷが１♦でオープンし、
♥ A９３ N ♥ Ｊ６４ Ｎが２♣のＯＣをするので、３の代での♦と♥の競り合いになりそうである（左下）。
♦ AKQ８４ W ─ E ♦ J10９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３♠/Ｓ　　ＯＬ：　♦Ｋ　続けて♦Ｑ♦Ａを出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦の３巡目をハンドでラフ、♠Ｋ♠Ａを勝ち
♣ 10８ S ♣ A９７６３ 　 P　　　P　　 1♦ ♣２を出しダミ－の♣ＫがＥの♣Ａに負ける。　Ｅが♣を出してくればハンドでラフし、♥Ｑを出す。

♠ AJ４２ 2♣    P　　2♥　　ｅｎｄ ♥Ａで勝ったＷが♦を出せばダミ－でラフし、♠Ｑを勝って♣Ｑ♣Ｊと勝つが♣の５枚目が勝てない
♥ KQ10８７５ 　（ P　　3♦　  3♥  ｅｎｄ） ので、１ダウンになる。しかし、Ｗが♥を出せばダミ－から♣５を捨てることが出来て３メイクになる。
♦ ５２ ３♥/Ｓ　ＯＬ：♦Ｋ　続けて♦Ｑ♦Ａを出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦の３巡目をハンドでラフ、♥Ｋを出して♥Ａ
♣ ２ に負ける。ここでもＷは♦８を出し、Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ、♥Ｑを勝って、♠Ｋ♠Ｑを勝ち、♠９を引くとＥは♥Ｊでラフする。

Ｅは♣Ａを勝ち♣３を出して来るのでこれをラフし、♥１０で最後の♥を集めるも１ダウンになる（ＮＳ　ー５０）。
３♦/Ｗ　ＯＬ：♥２　　Ｄａｃｌａｒｅｒはハンドの♥Ａで勝ち♦を集めるが♦５♥Ａ♣Ａしか勝てずに２ダウン（ＥＷ －２００）。
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Ｎｏ．７
♠ ７４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♦と♣の競り合いで３の代まで上がる可能性が高い。Ｂｏｔｈ Ｖｕｌなので３♣に３♦を被せるのは
♥ AJ２ 　P　　　P 危険かも知れない。
♦ KQJ６４３ 1♦　　Ｘ　　 P　　 2♣ ３♣/Ｗ　ＯＬ：♦Ｋ　　　Ｓは♦Ａでオーバ－ティクして、♦１０を返す（ラフされても損ではない）。
♣ ４ 2♦   3♣　　3♦　　P Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－でラフ♣Ａを勝ち♠５を出してハンドの♠Ｋに入り、♦を出してダミ－でラフすると

♠ K９ ♠ AJ６５ ｅｎｄ （P） Ｓがオーバ－ラフし♥を出すことになり、３メイクになる。
♥ K９７ N ♥ Q８６３ ３♦/Ｎ　　ＯＬ：　♣Ａ　　続けて♣６　　Ｄａｃｌａｒｅｒはこれをラフするが♦６♥Ａ以外は勝てる見通しは
♦ ９８５２ W ┼ E ♦ ７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ないが、相手から♥を触れば２勝出来る可能性があり、或いは♠でも１個勝てる可能性があるので
♣ K９７３ S ♣ AQ８６ 　P　　　P １ダウンで済む可能性が高い（２メイクする）かも・・・。

♠ Q10８３ 1♦　　Ｘ　  1♠　　 2♣
♥ 10５４ 2♦　 3♣  ｅｎｄ ３７テーブルのペア－戦　３♦/Ｎ　５Ｔ（３Ｍ　２Ｔ；１Ｄ　２Ｔ；　２Ｄ　１Ｔ）　　２♦/Ｎ　１４Ｔ（３Ｍ　５Ｔ；
♦ A10 　（　3♦　　P ２Ｍ　８Ｔ；１Ｄ　1Ｔ）　３♣/Ｗ　１０Ｔ（３Ｍ　６Ｔ；１Ｄ　３Ｔ；２Ｄ　１Ｔ）　その他８Ｔ
♣ J10５２ ｅｎｄ） Ｂｏｔｈ Ｖｕｌであるので、微妙な争いである。

Ｎｏ．８
♠ 10７６５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎが１♦と１ＮＴのどちらでオ－プンするかにより４♠のＤｅｃｌａｒｅｒが Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ Q10  P ＮかＳに分かれる。  P
♦ AKQJ 1♦　　P　　1♠　　 P ４♠/Ｓ　　ＯＬ：　♦３　　　　４♠/Ｎ　　ＯＬ：　♥６ 1NT　P　　2♥　　　P
♣ K５４ 2♠　　P　　3♠　　 P Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると♠で１ルーザ－は避けられないので、 2♠　　P　　3NT　　P

♠ Q ♠ K３２ 4♠ 　 （4♠） ウイナ－は♠４♦４♥１はほぼ確実でるが、メイクにはあと１個不足。 4♠　　ｅｎｄ
♥ K９８７５３２ N ♥ ６４ ♥Ｋのフィネスが成功するか♣で１勝する必要がある。
♦ ３２ W X E ♦ ９８７６４ ＫＱを含む４枚が欠けている♠を１ル－ザ－で済ませるのは、♠Ａを取り♠Ｊを出すのが成功確率が高い（♠２－２別れ
♣ Q10３ S ♣ A９２ （３７．５％）か、♠が３－１の別れでも♠Ｋか♠Ｑがシングルトンの場合（２５％)）。♥Ｋのフィネスは成功せず、♣ＡがＥにあるので

♠ AJ９８４ １ダウンになる可能性が高い。 但し、♠Ｋ或いは♥Ｋで勝ったＤｅｆｅｎｃｅが♣を触るようなことがあれば４メイクになる。
♥ AJ 一方、♥Ｋのフィネスをせずに、♠Ｋに負けた後、♠を集め♥Ａを勝つ。次いで♦を４勝して（Ｓから♥Ｊと♣６を捨て）、Ｎから♥を出し
♦ 10５ Ｓでラフした後、♣７を出してＷから♣Ｑ以外が出ればＮから♣ＬＯＷを出す。この時Ｅに入れば４メイク出来る。
♣ J８７６ ＯＢＣでの実際のゲ－ムではメイクが意外に多く　１４／３５であった。

Ｎｏ．９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ A Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎが１♦でオープンした場合、Ｓの１♠レスポンスに、Ｎはリビットで 1NT　P　　　2♥　　P
♥ K６４２ 1♦　　P　　1♠　　 P １ＮＴをビッとする。これに対してＳはどうビッドするか悩ましい。 2♠　　P　　3NT　　ｅｎｄ
♦ AJ９７３ 1NT　P　　2♣　　 P パスもあり得るが２♣のビッドすることもあり。但しこの２♣の意味は
♣ K５２ 3NT　　ｅｎｄ ペア－により異なる。　①♣スーツを示し１０ｈｃｐ以上のＦｏｒｃｉｎｇ。

♠ ９３２ ♠ 10６５４ ②　Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ Ｓｔａｙｍａｎで♠５枚でＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上の強さのハンド。　何れの場合でも
♥ A10５ N ♥ Q９８７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎは３ＮＴをビッドする。　また、Ｎが１ＮＴでオープン（最近シングルトン Ａがあっても１ＮＴでオープン
♦ Q５４ W ─ E ♦ 10８ 1♦　　P　　1♠　　 P するペア－がある） した場合（右）、Ｊａｃｏｂｙ ＴＲ．経由で３ＮＴになる。
♣ QJ６４ S ♣ A９ 1NT　P　　 P　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：　♥７　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥の３巡目をハンドの♥Ｋで勝つ、他にウイナ－は♠４～５♦２

♠ KQJ８７ あるがメイクには１～２個不足で、ダミ－へのエントリ－は♦Ｋのみなのでプレ－計画は限定される。
♥ J ♠Ａを勝ち、♦Ｋでダミ－に渡り、♠ＫＱＪを勝つと♠が４－３の分かれで♠の５枚目が勝てる（ハンドから♥と♣を捨てる）。
♦ K６２ 次に♦６を引きハンドから何を出すか？♦Ａを出してＥの♦がＱＸの２枚（約１３％）を狙うか、♦Ｊを出して♦Ｑをフィネスを狙うか
♣ 10８７３ （５０％）であるが、フィネスが成功確率が高い。
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Ｎｏ．10
♠ ４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの３♥リビッドに対してＳで何をビッドするかは意見が分かれる Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ AQ８７  　P　　1♠　　  P ところ。　３♠、３ＮＴ、４♣がある。  　P　　1♠　　  P 
♦ Q８ 2♣　  P 　 2♠　 　P 続くＮのビッドでは３♠（左）に対して４♠をビッドするかスラムトライを 2♣　  P 　 2♠　 　P
♣ AKQ１０６ 3♥　　P　　3♠　　 P するかの判断も難しい。　一方、４♣（右）に対してもＮで５♣で納める 3♥　　P　　4♣　　 P

♠ 10８ ♠ J６５ 4♠  ｅｎｄ か、スラムトライをするかも迷う。スラムトライしても♦ＱＸを持って 5♣　　ｅｎｄ
♥ K10６５３ N ♥ J９４２ 　（4NT　P　　5♠　　　P いるＮが５♣で止まる場合もある。 　（4NT　P　　5♣　　　P
♦ AJ10５ W ┼ E ♦ ９７６３ 6♠   ｅｎｄ） ６♠/Ｓ　　ＯＬ：♦Ａ　or　♣Ｊ　何れも６メイクは固い。 P（6♣）　　ｅｎｄ ）
♣ J５ S ♣ ４３ ６♣/N  　ＯＬが♦の時は６メイクだが他のス－ツの時は７メイク

♠ AKQ９７３
♥ ― ３７テーブルのペア－戦で　６ＮＴ　１Ｔ；　６♠　７Ｔ；　６♣　６Ｔ；　５♠　1Ｔ；　５♣　４Ｔ；　４♠　１２Ｔ；　３ＮＴ　６Ｔであり、
♦ K４２ スラムをビッドしたのは１４ペア－で約４０％弱であった。　貴方はどうしますか？
♣ ９８７２

Ｎｏ．11 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♦にＮは１♥のＯＣをするとＥは１♠をビッドし（ネガティブ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ K 　P　　1♦ ダブルも考えられるが♠６枚あるので１♠が良い）、Ｗの１ＮＴ 　P　　1NT
♥ AQ８７６５２ 1♥　　1♠　　P　 1NT リビッドに、Ｎで２♥をビッドするので、Ｅは２♠をビッドする。 2♣　　4♥　　P　　4♠
♦ ６３ 2♥　　2♠　　P　　3♠ これに対してＷが３♠にレイズした時にパスするか４♠をビッド ｅｎｄ
♣ K10２ P　　P（4♠）　　ｅｎｄ するかの判断は微妙（左）。　一方、Ｗが１ＮＴでオープンすると

♠ A７ ♠ Q10５４３２ Ｎが２♣のＯＣ（６枚以上の１スーツがあることを示すＨａｍｉｌｔｏｎ ＯＣ）を掛けるが、Ｅは８ｈｃｐと
♥ KJ10３ N ♥ ９４ ♠６枚あるので４♥のＴｅｘａｓ ＴＲ．をビッドし、Ｗが４♠をビッドする。
♦ AK10５２ W X E ♦ Q４ ４♠/Ｅ　　ＯＬ：　♣４（or♣Ｑ）　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♣Ａで勝ち、♠が３-２の分かれ（約６３％）なら１ル－ザ－で済む可能性が高い
♣ ６５ S ♣ A８７ （約７０％）と考えられるので、♠Ａで勝ち、♠７を引くとNがショウアウトし、♠が４－１の分かれで２ル－ザ－出ることが判明。

♠ J９８６ ２ダウンになるのが相場。
♥ ― ４♠/Ｗ　　　ＯＬ：　♥Ａ　続いて♥Ｌｏｗを出すのをＳでラフする。　ここでＳが♣ or ♦の何れを出してもＤｅｃｌａｒｅｒはハンドで勝ち、
♦ J９８７ ♠Ａを勝ち（♠Ｋが落ちるので）、♠Ｑを勝ち、♦Ｑ♦Ａ♦Ｋと勝って（ハンドから♣７を捨てる）、♥Ｋを引いてハンドから♣８を捨てれば４メ
♣ QJ９４３ イクする（♥Ａ♥ラフ♥Ｊに負けるだけ）。　ＯＬが♥Ａ以外なら１～２ダウンになる。　ＷがＮＴをビッドしているので、ＡＱあるテネス

からのリ－ドは極力避けたいが、このハンドの場合はパ－トナ－のボイドｏｒ１枚を期待して♥Ａのリ－ドもあながち責められない。

Ｎｏ．12
♠ A２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♦に対してＥは普通パスであるが、パートナ－がパスしていて Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ KQ  P Ｎｏｎ Ｖｕｌであるので３♥のＰｒｅｅｎｐｔｉｖ　ＯＣ（右）をする人があるかも  P
♦ K７６５３ 1♦　　P　　1♠　　2♣ 知れない。　Ｅが普通にパスした時はＳが１♠でレスポンスし、Ｗで 1♦　 3♥　　3♠　　 P
♣ Q７６４ 2♦　 2♥　 2♠　　 P ２♣のＯＣをすることになる。この後、Ｅが２♥をビッドして競り合うが、 4♠　　ｅｎｄ

♠ 10３ ♠ J７５ 3♠　　P　　4♠　　ｅｎｄ ４♠になる。　一方、Ｎの１♦にＥが３♥のＯＣをした時はＳが３♠を、 　　（P）
♥ ９８ N ♥ A10７６５３２ ビッドして、Ｎが４♠にレイズする。
♦ Q８４ W │ E ♦ 10２ ４♠/Ｓ　　ＯＬ：　♣Ｋ　この時Ｅから♣５が出る。ＷはＥの♣は１枚と判断して（不明の♣３枚の中で♣５が最小）、♣８を出す。
♣ AKJ８３２ S ♣ ５ Ｅはラフして、♥Ａを勝ち♥を出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♥Ｋで勝つ。ウイナ－は♠６♥１♦２で４メイクには１個不足。♦ＱがＥに

♠ KQ９８６４ あればフィネスが成功するが・・・・。Ｗが２♣のＯＣをした場合は、♠Ａが
♥ Ｊ４ Ｅにあったので♦ＱはＷにある可能性が高い。如何にすべきか？ Ｎ ♦ Ｋ７６
♦ AJ９ Ｗに♦ＱＸＸがあるとして、♠を５巡勝つと残りの４枚は右下のようになる。 Ｗ ♦ Ｑ８４ ♣ Ｑ Ｅ ♥ １０７
♣ 10９ ここでＤｅｃｌａｒｅｒが最後の♠６を出すとＷはスクイズに掛かるのでフィネス ♣ Ａ ♦ １０２

をせずに４メイクになる。　なお、Ｅが３♥をビッドした時は♦ＱはＥにある可 Ｓ ♠ ６
能性が高いが、Ｅの♥７枚、Ｗの♣６枚と出た♠の枚数から推定すると、Ｅの ♦ ＡＪ９
♦は２枚であり、Ｅに♦Ｑがあっても心配がなく、安全プレ－として同様のプレ－が成立する。
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Ｎｏ．13
♠ ８７６２
♥ AQJ５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＷのハンドはＳｔｒｏｎｇ ２オープンするには若干ｈｃｐ不足なので、１♦でオ－プンするがリビッドで
♦ ９３ P　　　P　　　P　　1♦ ３♦をビッドするのでは不満なので、３♣のジャンプシフトをする。　これに対してＥのビッドは３ＮＴ
♣ ５３ P　　1♠　　　P　　3♣ と４♣（５♣）の選択になる。Ｅは♣を選択する時は、最初パスしているので一気に５♣をビッドすべき

♠ AQ ♠ KJ５４ P　　3NT　ｅｎｄ かも知れない。
♥ ９ N ♥ K10 　（　4♣　　　P　　5♣ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ： ♥３　　Ｎは♥Ａで勝ち、♥５をリタ－ンする。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ｋで勝ち、♠４個♣５個
♦ KQ７５４２ W ┼ E ♦ 10６ ｅｎｄ） 勝てるので４メイクは固い。
♣ AK10９ S ♣ QJ８７６ ５♣/Ｗ　　ＯＬ： ♠２　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♠Ａで勝ち、♣を集めれば、♦Ａと♥Ａに負けるだけで

♠ 10９３ ５メイクは固い。
♥ ８７６３２
♦ AJ８
♣ ４２

Ｎｏ．14 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♠にＮでダブルが掛かった時、最初パスしているＥのビッドは Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ― 　 P　　　P　　1♠ ３♠（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）が普通である。Ｍａｊｏｒにダブルが掛かった場合 　 P　　　P　　1♠
♥ ９８７５２ Ｘ　　3♠　　 P　　4♠ ここで２ＮＴをビッドするＣｏｖｅｎｔｉｏｎ的なテイクアウトもあります（左下： 2♥　 3♠　　 P　　4♠
♦ AKQJ５ ｅｎｄ 　 ハンドの内容で リダブル、２♠、３♠、２ＮＴを区別；　２ＮＴは♠３枚で  （3♥）
♣ K10７ １1-１２ｃｐか♠４枚で１０-１２ｈｃｐを示す）　何れにしても４♠までビッドすることになる。

♠ AKJ９５４ ♠ 10６３２  Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ なお、Ｎが２♥のＨａｍｉｌｔｏｎ ＯＣ（♥とＡｎｙ-ｏｎｅ-Ｍｉｎｏｒ）をした場合（右）でも４♠に到達しそうである。
♥ KJ４ N ♥ Q10３ 　 P　　　P　　1♠ ４♠/Ｗ　　ＯＬ： ♦Ｋ　　続いて♦Ｑを出しダミ－でラフさせる（他に良いス－ツない）。Ｄｅｃｌａｒｅｒは
♦ ８４ W Ｘ E ♦ 10 Ｘ　　2NT　　P　　4♠ ♠が２－１の分かれなら♣Ｋに負けても４メイクは固いと考えて、♠２を引きハンドから♠Ａを出すと
♣ ８２ S ♣ AQJ８５ Ｎがショウアウトし、♠Ｑのフィネスが必要になった。ここで♣Ａでダミ－に入り♠３を出して、ハンド

♠ Q８７ から♠Ｊを出すプレ－で４メイクは確実である。ただし、オ－バ－トリックを狙うのなら、ハンドから♣２を出した時に♣Ｋのフィネス
♥ A６ をするのが良い。リスクはフィネスが流れて、Ｓの♥が１枚で♥ＡがＮにある時だけである。ペア－戦では試みるべきである。
♦ ９７６３２ なお、Ｎが２♦のＯＣをした時は、４♠ビッドの後、Ｓが５♦のサクリファイス・ビッドする可能性もある。♥が３－３の分かれなので
♣ ９４３ １ダウンになる。但し、♥でＤｅｆｅｎｃｅ（Ｗ）入った時、♣を攻撃出来なければ５メイクになる。

Ｎｏ．15
♠ Q10６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは１０ｈｃｐながらＭａｊｏｒ ６－５のハンドなので１♠でオープンする。これにＷで２♦のＯＣが
♥ ８７５  1♠　　2♦ 掛かるが、Ｎは３♦のキュービッドをして３-４♠/Ｓになる。　但し、Ｅが何処かの段階で♦を
♦ ６３ 3♦　　P  　4♠　　 P サポ－トして５♦/Ｗになることも考えられる。
♣ AKJ10７ P　　　P ４♠/Ｓ　ＯＬ：　♦Ｋ　　Ｓから♦Ｑが落ちるがＷは構わず♦Ｋを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ。

♠ ４ ♠ K７５ （5♦） ４メイクには♠Ｑが捕まり、♥が２ル-ザ-に納まることが必要である。ダミ-へのエントリ-が♣で
♥ ６４ N ♥ AQJ １回のみなので可なり難しい。そこで、♣８を出してダミ-の♣Ａに入り、♠Ｑを引き♠Ｋのフィネスを
♦ AKJ10 W │ E ♦ ８７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ する。これが勝つので、♠１０を引き、Ｅが♠Ｋを出さなければそのまま流す。次に、♥５を出すと

９４２ S ♣ ９６５４  1♠　　2♦ Ｅから♥Ｊが出るのでハンドから♥Ｋを出す。これがＷの♥Ａに負けても♥では２ル-ザ-しか出な
♣ Q３２ ♠ AJ９８３２ 3♦　　P  　3♠　　 P いので４メイクは固い。　一方、♠の２巡目の♠１０にＥで♠Ｋを被せた時は♥で３ル-ザ-が避けら

♥ K１０９３２ P　　ｅｎｄ れず１ダウンになる。　但し、最初の♠Ｑに♠Ｋを被せた時は、♠１０がエントリ-となり、ダミ-から
♦ Q 　（ P　 4♦　  4♠    5♦） ♥が引けるので４メイクになる。　Ｄｅｆｅｎｃｅのプレ-は難しい！
♣ ８ 実際のゲ－ムでは４♠をビッとした１５ペア－の中、４メイク １０、１ダウン　５　であった。

５♦/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ｋ　続いて♣Ａ　♣を続けてＳでラフした場合でもあと♠Ａに負けるだけで２ダウンで済む（５テ－ブルあり）。
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Ｎｏ．16
♠ J６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ パ－トナ－のＭｉｎｏｒオープンに敵のテイクアウトダブルが掛かった時のレスポンダ－の対応は
♥ QJ  P ペア－により若干異なる。このハンドの場合、Ｓでパスする人と２♦をビッド（４枚サポ－トと３～
♦ AQJ10９３ 1♦　　Ｘ　　2♦　　 Ｘ ７ｈｃｐで相手のビッド制限する意味合いが強い）する人がある。
♣ Q10９ P　 　2♥　　P　　　3♥ Ｓが２♦をビッドした時は、ＷはダブルをかけＥにテイクアウトさせる。Ｅは２♥でテイクアウトし、

♠ Q10４２ ♠ AK８５ P　　 4♥　　ｅｎｄ Ｗが３♥にレイズするので４♥をビッドする（左上）。Ｓがパスした場合はＷが１♥でテイクアウトし
♥ K８４２ N ♥ A９６３ ４♥まで上がる。
♦ ７ W ─ E ♦ ５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♦４　　Ｎは♦Ａで勝ち、♦Ｑをリターンする（Ｓには多くのｈｃｐは期待出来ない）。
♣ K７６５ S ♣ A８２  P Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－でラフする。ルーザ－は♦１以外に♣１と♥１で収まれば４メイク可能と考えて

♠ ９７２ 1♦　　Ｘ　　 P　　 1♥ ♥Ａ♥Ｋと勝ち♥１０を残したまま、♠Ａ♠Ｋを勝ち♠を続ければ４メイクする。この場合、♠の勝ち方
♥ 10７５ 2♦　 2♥　　 P 　　3♥ で♠Ａ♠Ｋを先に勝つのは♠が４－１の分かれでＳがＪ９ＸＸの４枚に備えた安全プレ－です。
♦ K８６４ P　 　4♥　　ｅｎｄ 先に♠Ａ♠Ｑを取ると４－１が判明した時に対応が出来ない。一方、Ｎの♠がＪ９ＸＸ４枚に備えた
♣ J４３ プレ－は現実的でない。

Ｎｏ．17
♠ ８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♦のレスポンスにＥはリビッドで何をビッドするか？　２♥と２♠がある。
♥ KJ８６ P　　 1♠　　P　　　2♦ ２♥をビッドした時は３ＮＴ/Ｗか４♠/Ｅになり、２♠をビッドするとＷは一気に４♠にレイズする。
♦ AQ10６ P　 　2♥　　P　　2NT ４♠/Ｅ　ＯＬ：　♦５→♦Ｊ→♦Ｑ→♦７　（若し、♦５が４ｔｈ-ｂｅｓｔとするとＮには♦５より大きいカ－ド
♣ J６３２ P　　 3♠　　P　4♠（3NT） は１枚しかないのでダミ－からは♦Ｊを選択）。　♦Ｑで勝ったＮは♦Ａを勝ち、♦６を出して来る。

♠ AK ♠ QJ９７５２ ｅｎｄ Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると、ル－ザ－は♠は問題ないとしても、♦２個以外に♥に２～３個あるので
♥ ９７４ N ♥ A10５２ ４メイクは困難と考えられる。そこで♦をオーバ－ラフを避けるため、♠Ｊでラフし、♠Ａ♠Ｋを勝つ
♦ KJ８３２ W Ｘ E ♦ ９７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ とＮがショウアウトし♠で１ル－ザ－出ることが判明。♣Ａでハンドに戻り、♠Ｑを勝ってから、
♣ Q９５ S ♣ Ａ P　　 1♠　　P　　　2♦ ♥Ａを勝ち、♥を出して負けに行く。２ダウンが相場で３ダウンになることもある。

♠ 10６４３ P　 　2♠　　P　　  4♠ ♦の３巡目をラフせずに♥２を捨てれば２ダウンだが・・・・
♥ Q３ ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♣２　　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えてウイナ－は♠６♥１♣１でメイクには１個足りないが
♦ ５４ ♠がブロックしていて、ダミ－へのエントリー１個なので、取敢えず♣Ａで勝ち、♠Ａ♠Ｋを勝ち
♣ K10８７４ ♥Ａでダミ－に入り残りの♠４枚勝つ（ハンドには♣２枚と♦３枚残す）。ここで♥を出して負けに行くとＤｅｆｅｎｃｅによっては

３メイクになるチャンスがある。

Ｎｏ．１８
♠ KJ５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♣のＯＣに♠３枚のサポ－トと♣Ｋを含む長い♣のあるＮは２♠にレイズし、Ｓの３♠を４♠に
♥ ８６４ 　 P　　 1♠　　2♣ レイズする。
♦ Q 2♠　　P　　 3♠　　 P ４♠/Ｓ　　ＯＬ：♣Ｑ→♣２→♣８→♠２　　ＤｅｃｌａｒｅｒはＷがＡＱＪＸＸの♣Ｑをリードしたとは考え　
♣ K９７５４２ 4♠  ｅｎｄ られないので、ダミ－から♣Ｌｏｗを出してハンドでラフする。

♠ ９３ ♠ ７４ Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えた時、♥で３ル－ザ－出る可能性が高いので♦ではルーザを出せない。
♥ AJ７ N ♥ K10３２ Ｄｅｃｌａｒｅｒのプレ－としては相手にある♠の最高が♠９、Ｗの♣が長いことが判明しているので♦をダミ－で３回ラフする
♦ K７３ W │ E ♦ ９８５４２ プレ－を選択するのが安全である。　即ち、第２トリックで♦Ａを勝ち、♠を集めずに♦と♣のクロスラフで４メイクする。
♣ QJ10６３ S ♣ Ａ８ もう一つの考え方は、Ｅの♣が♣Ａ♣８の２枚と考えて、♠Ａ♠Ｋと♠を集め、♣４を引いてＥから出る♣Ａをハンドでラフして、

♠ AQ10８６２ ♠Ｊでダミ－に入り、♣Ｋを勝ってハンドから♥を捨てて、♦Ｑを出して♦Ａに負けに行くコースであるが、♦Ｑの時に♦Ａをダック
♥ Q９５ されると、ハンドに戻るのが♣ラフしかなく、１ダウンになる。
♦ AJ10６ なお、Ｄｅｃｌａｒｅｒが第２トリックで♠Ｋを取り、♦Ｑを引いてそのまま流してきた時に、Ｗのプレ－は？　♦Ｋで勝ち、♥７を
♣ ― 出すのが良い。♥ＫがＳに在れば５メイクされる恐れはあるが、♥ＫがＥにある時にコントラクトを打ち破る可能性がある。

♥Ａを先に勝つのは、Ｓが♥ＱＸＸの時にはＥに♥Ｋがあっても４メイクされるリスクが大きい。
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Ｎｏ．1９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ビッドが問題。　ＷでＳｔｒｏｎｇ ２でオープンすにはややルーザ－多い？ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ A10９ 　P　　 1♦ 何れにしても、Ｅからスラムを狙う。Ｗが６♥をパスするか６ＮＴにする 　P　　 2♦
♥ ５３ P　　 1♥　　 P　　2♠ かを決める。 P　　 2♥     P　　 2♠
♦ ９７６４３２ P　　 3♥     P　　3NT ６♥/Ｅ　　ＯＬ：　♦５　　ＯＬをハンドの♦Ａで勝つ。①♥が３－２の分かれ P　　 3♥　　 P　　3NT
♣ 10６ P　　4NT　　P　　5♣ （確率約６３％）と考えて♥をＡＫＪと集めるか、②♥４－１の分かれ（確率 P　　4NT　　P　　5♣

♠ KQJ８ ♠ ５４ P　　 6♥　　 P　　P 約３１％）にも対応すべく、♦５はシングルトン（単純確率は約１１％で P　　 6♥　　 P　　P
♥ Q N ♥ AKJ９８６２ ｅｎｄ 　（6NT） あるが、リ－ドされたので可能性高いと考えられる） ではないと考えて、 ｅｎｄ 　（6NT）
♦ KQJ10８ W ─ E ♦ Ａ 最初♥Ｑを勝ち、♦ラフでハンドに戻るプレ－を選択するかであるが、
♣ AK８ S ♣ ９７５ このハンドは♦５シングルトンでしかも♥が３－２の分かれなので ① のプレ－で７メイクになる。 ♥Ｑを勝ち♦ラフでハンドに

♠ ７６３２ 戻る②のプレ－はＳにオーバ－ラフされ♠をリードされると１ダウンになる。尚、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♥Ｊでラフするのは４－１の別れに対応
♥ 10７４ していない。　また、ＥＷのこのハンドでは良く考えるとＳの♦が２枚ある場合は♥ＡＫＪとタタイテ♥１０が残っても、♣Ａでダミ－に入り、
♦ ５ ♦Ｋ♦Ｑでハンドの♠２枚を捨てられて６メイクは可能であるので♥が４－１に対応する②のプレ－は必要ない。
♣ QJ４３２ 一方、ＯＬが♠の時Ｎが♦を返さなければ、６メイクで、ＯＬが♣（or ♥）の時は７メイクになる。

６ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：　♠Ａ　　６メイクは固い、♠Ａ以外は７メイク。　但し、♦の時は♥が４－１の分かれ備えて、最初に♠Ａに負に行く
のが安全プレ－である。

Ｎｏ．20
♠ KQ６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠にＳがダブルを掛けた時に、Ｎでのテイクアウトをどうするか。　５枚ある♣をビッドするか
♥ ９５４  P ９ｈｃｐあり、♠ＫＱＸであるので１ＮＴをビッドするか？
♦ Q10 P　　1♠　　 Ｘ　　　P １ＮＴの場合はＳで３ＮＴをビッドする。　　２♣の場合はＳは３♦をビッドするのでＮが４♦にレイズし
♣ Q８６４３ 1NT　P　　3NT　ｅｎｄ ５♦/Ｓになる可能性が高い。

♠ ５３ ♠ AJ１０８４２ ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：　♠Ｊの時はハンドの♠Ｋで勝ち、♥を出してダミ－の♥Ａに入り、♦４を引いて
♥ 10７６４２ N ♥ QJ８ ハンドから♦１０を出すのが♦４－１に備えた安全プレ－（Ｗから♠を出されたくない）で♦１０が
♦ J５３２ W ┼ E ♦ ７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの♦Ｊに負けても３メイクは固い。このハンドは４メイクする。
♣ ９７ S ♣ KJ10  P ＯＬ： ♥Ｑ   ダミ－の♥Ａで勝つ。上記と同様に♦４を引きハンドから♦１０を出して♦Ｊのフィネスを

♠ ９７ P　　1♠　　 Ｘ　　　P 試みるのが良い。
♥ AK 2♣　 P 　　3♦ 　　P ５♦/Ｓ　　ＯＬ：♠５　　Ｅは♠Ａで勝ち、♥Ｑを返す。♦Ｑ♦Ａと集めると（最初から♦Ｊのフィネスは
♦ AK９８６４ 4♦   P　　5♦　　ｅｎｄ リスクが高い）と♦で１ルーザ－出て♣でも２ル－ザ－でるので２ダウンになる
♣ A５２ 　 （P）

Ｎｏ．21
♠ Q６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠にＷが２♥のＯＣを掛けた時の最初パスしているＮのビッドは？
♥ QJ８ P　　　P　　1♠　　2♥ ３♠のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎが普通。　３♥のキュー・ビッドはどんな時か、３♠との区別はどうなっているか
♦ KQ８５ 3♠　　P　　P　　ｅｎｄ パ－トナ－と共通認識が必要です。　３♥は１０～１２ｈｃｐで♠４（３）枚サポ－トと♥に♥Aがあるか
♣ ６４２ 　（2♠） １（０）枚のハンドで、３♠は他のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎハンド（１０～１２ｈｃｐ）と考える。

♠ ３ ♠ ９８７４ このＮのハンドは４－３－３－３のバランスハンドなのでＩｎｖｉｔａｔｉｏｎせず２♠をビッドすることもある。
♥ A10９５４３ N ♥ K６ ３♠/Ｓ　　ＯＬ：♥Ａ　　続いて♥５　　Ｅは♥Ｋで勝ち、Ｅから見て、Ｓに♦Ａがあれば♣の絵札が欠けていると推定され、Ｓに♦Ａが
♦ A10７６ W │ E ♦ J２ ない時は、♣に絵札が多いと考えられるが、Ｅは♣ＡがあるのでＷの♦Ａを取り損なうことはないと考え、Ｅから♣７を出す。
♣ Q９ S ♣ A10８７５ これに対してＳは何を出すか悩ましい。♣Ｋを出せばこれが勝てるので、♠を集めハンドから♦を出し、Ｗが♦Ａを出せば、

♠ AKJ10５ ３メイク確実になる。Ｗが♦Ａをダックすればダミ－の♦Ｋが勝って♥Ｑを勝っても♦Ａ♣Ａに負けるので１ダウンになりそうである。
♥ ７２ 第３トリックでＥの♣７にＤｅｃｌａｒｅｒが♣Ｊを出した時はＷの♣Ｑが勝つので３－４ダウンになる可能性が高い。
♦ ９４３
♣ KJ３ 以上
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